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〔業賢〕写 1冊 87678 清家文庫1-62/エ/8貴
和文17行内外
04『易抄』(『百衲襖』） 桃源瑞仙(亦庵）撰 文


















07『尚書』孔安国伝 永正11年、宣賢写 2冊 存2



















































































































































































































































































37『中庸』朱熹章句 古活字版 1 冊 1巻 清家文
庫1-66/チ/5貴 107451 
7行17字注双行四周双辺有界
印「天師明経儒」(戊）、「清原」（白文）
４．その価値
以上、37点の書籍はまことに貴重書の名に恥
じぬものであるが、なかでも目を惹くのは、07
『尚書』、09『尚書抄』、11『詩経抄』、12『礼記
抄』、14『春秋経伝集解』、15『春秋左伝抄』、
23『孟子』、24『孟子抄』と8点も宣賢写本が存
することである。舟橋、伏原の両家に伝えられ
た宣賢の写本が京都大学で集い得たことは、実
に喜ばしい。特に『春秋左伝抄』は、従来の清
家文庫本『左伝聴塵』 (12冊、宣賢写、944923、
清家文庫1-65/サ/1貴）ともともと同じ一部の
本として書かれたものであり、それが別々に蔵
されていたのが再会したものである。
また04『易抄』（『百衲襖』）、06『百衲襖』は、
いずれも桃源瑞仙の自筆本であり、きわめて貴
重である。清家文庫中にはもともと室町時代の
易学に関する書物が多いが、03『易学啓蒙通釈
抄』などをも含め、ますます充実したものとな
った。
それ以外のもので興味深いのは、17『中庸』、
21『論語』の2点である。21『論語』を、枝賢
(しげかた、1520-1590)写『論語』(重要文化財、
清家文庫1-66/ロ/5貴）との比較を通して、枝
賢の写本であることを知った。17と21は同一人
物による写本なので、これらは枝賢の手になる
ことになる。この両書に対して、宣賢が奥書を
加えているのであるが、枝賢は宣賢の嫡孫に当
たる。宣賢が何を思いながら奥書したのか、後
人の空想を喚起する本である。
（こがち　りゅういち）
